
 

学校名 　三原市立第四中学校

改善方策

  10月 1 月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

・5教科前期
（全国・NRT）
・5教科後期
（実力テ）

107% 93.9% 94.6% 85.6% B

・１月に実施した実力テストにおいて目標値
107%を上回ることができなかった。特に，１年生
英語，２年生理科，３年生数学において大きく
下回る結果となった。前期では，課題のみられ
た問題・領域について類似問題への取り組みを
実施し，４０%未満の生徒には補習を設けて解き
直し等を行ったこともあり，９月には，各学年で
学力の向上が見られた。１月の実力テストにお
いても，５教科全体では目標値に届かなった
が，１年生社会は前回と比較して９ポイント，２
年生数学７ポイント，３年生国語２ポイント伸び
ている。このことから，テスト前後の補充学習や
毎日のモジュール学習と連動した家庭学習の
積み重ねは一定の成果となってきているといえ
る。学年最後の実力テストで明らかとなった，理
解が不十分であった各教科の単元や領域等の
課題に対して，次年度に向けさらに継続して取
り組んでいく。

〇

・学び合いアン
ケートの肯定評価
率

100% 89.5% 91.2% 90.4% A

・学び合いアンケートでは，「『学び合い』の授業
はわかりやすい」は91％，「『学び合い』の学習
で『わかった』と感じる」は92％，「クラスのみん
ながわかることは大切です」は94％，「わからな
いときには『わからない』と伝えられる」は80％と
肯定的評価は高い。意識としては高い数値で
はあるが，授業改善の観点から，学力検査の
思考力・判断力・表現力の領域における得点推
移を見ると，学年や教科によってばらつきがあ
る。

〇

・生徒意識調査
（QU）の肯定評価

80% 69% 62.0% 77.0% C

・学年ごとの学級生活満足度を４月当
初と１２月を比較して見ると，１年生は
90％から80％で，やや減少している。
２年生は22％から44％へ，３年生は
63％から65％へと増加している。ただ
し，全学年とも全国平均41％を超えて
おり，特に1年生では顕著である。

〇

・関係機関連携対
前年度比100

100% 86% 86.0% 86.0% B

・特別な支援を必要とする生徒につい
て，学校や家庭だけでなく，専門的な
関係機関と連携して取組を進めること
ができた。専門的な関係機関には相
談がなくても，地域での活動には参加
することができるなど，支援的関係性
を構築することができている。

〇

・年間1回 100% 0 1回 100% A

・今年度，学習発表会時にオープンス
クールを実施する計画を立てていた
が，コロナウィルス感染症拡大に伴
い，実施することができなかった。しか
し，2月の入学説明会とオープンス
クールを兼ねて，授業見学，部活動見
学を行い，実施することができた。

〇

・合同研修会・合
同授業研究を3回
以上実施

100% 4回 ７回 233% A

・6月に1回，9月に２回，10月に
2回，1月に1回，2月に1回と年
間で計7回とお互いの授業を交
流することができた。 〇

・開かれた素晴らしい学校づくりがなされ
ていると思います。
・この活動を通して，小中がますます連携
してほしい。
・You Tube配信等，工夫のある対応をされ
ているとお聞きし，いろいろと柔軟に活動
されていてよいと思います。
・コロナに負けずオープンスクール等行事
ができたらいいですね。

ｅ　目標達成のための方策

「学びの変
革」の展開

（1）言語活
動の充実
（2）学び合
いの深化

確
か
な
学
力
の
育
成

・とても丁寧な取組により，着実に成果を
出されていること，敬意を表します。
・学び合いによって一人も取り残されるこ
となく，また，コツコツとした努力も培って
ほしい。
・適切な分析がなされていると思います。
・セミナーテスト（社会）１，２年生の平均点
が格段にあがっている。何かしらの要因が
あると思うが，要因がわかれば今後にも
生かしてほしい。

「開かれた
学校づくり」

（1）保護者・
地域連携

信
頼
さ
れ
る
学
校

豊
か
な
心
の
育
成

「積極的な
生徒指導」
の推進

（1）関係性
の調和
（2）レジリエ
ンスの向上

・様々なしんどさを抱えている生徒にしっ
かりと寄り添った組織的な取組がなされて
いると思います。
・続けて子どもたちが楽しく学校に行ける
ことを望む。
・子どもの表情や行動を見ながら，よりよ
い関係作りができていると思います。
・3年生のアンケート「学校へ行くのは楽し
い」「人の役に立つ人間になりたい」2項目
の「よくあてはまる」の９３％，８７％はすば
らしい！！

（　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）社会に開かれた教育課程の実現
（生徒が学びたいと思う学校，保護者が通わせたいと思う学校，教職員が働きたい，学びたいと思う学校）

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
夢と高い志を抱き，自ら学び，心豊か
に，たくましく生きる生徒の育成

ｇ
目標値

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

評価計画

令和４年度　　学校評価表

ｆ　評価項目・指標

①オープンスクール実施

①思考力・判断力・表現力
を育成 する授業改善の推
進

①QUを活用した学級集団
の相互の関係性の向上

①特別な支援等を必要と
する生徒の関係機関連携
の充実

自己評価

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

学校関係者評価

校番（24）

l   評 価n
改善方策

m
コメント

・学力調査結果をもとに，今後も５
教科担当者会を継続的に行い，課
題分析と改善策について協議して
いく。課題の見られた問題・領域に
ついて反復学習に取り組み，定期
テストで類似問題を出題して検証
と改善を図っていく。また40%未満
の生徒にはモジュール学習時間を
活用して，個別に対応していく。全
体では，テスト前補習，テスト後解
き直し学習を継続して進めていき，
学力の定着を図っていく。家庭学
習においては宿題だけで終わら
ず，自主的な学びへとつながるよ
うにセミナー学習ノートを活用し
て，教科ごとに学習方法を具体的
に示していく。

・「学び合い」のアンケートでは，肯
定的評価は91％であったが，学力
の向上につながっていないことが
課題である。「学び合い」が「教え
合い」ではなく，思考力・判断力・表
現力の育成を図る手立てとなるた
めの研修と授業改善を研究主任を
中心に推進していく。

学習の文脈
の拡大と言
語活動カリ
キュラムの
開発

①道徳研究授業等の合同
研修会の実施による計画
的な交流。

特別支援・
教育相談の
充実

公開性の向
上
（タブレット
活用）

①モジュール学習での教
科指導と家庭学習の一体
化
②言語活動カリキュラムに
よる論理力の向上

・行事に向けて行う取組や，係活
動・委員会活動を通しての取組に
より，自覚や責任感および相互の
かかわり方を学ぶことで学級集団
の満足度を高める。また「学び合
い」を取り入れた学習活動や進路
実現のための取組を継続していく
ことによりコミュニケーション能力を
高め，相互の関係性の向上を目指
す。
 
・特別な支援が必要な生徒とその
保護者の状況を学年部，ふれあい
教室， SC，教育相談委員会，特
別支援教育推進委員会等の中
で，タイムリーに連携し，合理的配
慮の工夫や組織的な対応を継続
する。

・今年度は入学説明会で
オープンスクールを実施す
ることができた。来年度は学
習発表会，入学説明会と
オープンスクールを計画して
いきたい。
・道徳授業を中心に合同研
修会を実施してきたが，来
年度は教科や教育相談等で
の合同研修を小学校と連携
しながら計画していきたい。
・小学校との行事のすり合
わせを計画的に行っていき
たい。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。

別紙様式１


